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               審   査   の   要   旨 
 
神経活動のカルシウムイメージングは、従来の電気生理学的解析では得られなかった多数の神
経の同時測定を可能にすることから、近年多くの動物での大規模な脳機能解析に用いられるよう
になった。このような現状に伴い、カルシウム変化量に基づいて神経活動を予測する数理モデル
の有効性が議論され始めていた。今回著者は、外界刺激に伴うカルシウム変化量を、実測をベー
スにしたモデルから予測可能にする新規の数理モデルを世界に先駆けて構築した。このモデルは、
各神経の活動予測に必要な実測データの集積を最小限にするために、単一の応答に基づいてパラ
メータ設定しており、多量の実測データを必要としない非常に効率的なモデルである。線虫に限
らず、他の動物の神経細胞においてもそのカルシウム動態は似ていることが明らかになっている。
したがって、本モデルは、パラメータを各神経の応答に併せて調整することで、モデル生物線虫
の他の神経や回路網の活動予測にとどまらず、様々な動物の神経活動予測に応用可能である。今
後は、より複雑な脳神経系における情報処理を様々な刺激パターンからシミュレーションするこ
とで、最適なネットワーク動態を導き出すなどの工学的な応用も期待される。 
平成29年1月12日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査およ
び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。そ
の結果、審査委員全員によって合格と判断された。 
 よって、著者は博士(学術)の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
